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アンケートへのご協力のお願い 

本市では平成23年３月に、総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本的事項を定めた

「2011高知市総合計画」を策定し、各施策に取り組んできました。平成28年12月には、南海トラ

フ地震への総合的な対策の推進、少子高齢化や人口減少の加速に歯止めをかけるための産業振興、

移住・定住促進、子育て環境の整備などの地方創生への取組の強化等、本市を取り巻く状況の変化

に的確に対応するため「2011高知市総合計画(2016基本計画改訂版)」を策定し取組を進めています。 

本計画では、各施策に成果指標を設定し進捗管理を行っており、このたび中間目標値の確認及

び各施策の重要度・満足度の調査などを目的に「平成30年度高知市民意識調査」を実施させてい

ただきます。 

本調査は、満20歳以上の市民3,000人を無作為に抽出し、調査回答用紙をお送りしています。 

調査は無記名方式で行いますので、どなたのお答えかはわからないようになっています。また、

お答えいただいた内容は、すべて統計的に処理し、他の目的には一切使用いたしません。 

ご多用のところ大変恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解の上、ご協力くださいますようお願い

申し上げます。 

  

平成30年７月 

高知市長  岡 﨑 誠 也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

高知市 担当課：総務部政策企画課 

住 所：高知市本町五丁目１番45号 

電 話：088-823-9407 

 

【ご記入に当たってのお願い】 

① このアンケートは、封筒のあて名のご本人が回答してください。 

恐れ入りますが、ご本人が調査回答用紙への記入が困難な場合には、ご家族の方等にご協力をいた

だき、回答されますようお願いいたします。 

② ご回答はこの調査回答用紙で行い、当てはまる選択肢の番号に○印をつけてください。 

③ 「その他」に当てはまる場合は、その番号に○印をつけ、調査回答用紙の（   ）の中に、具体

的な内容の記入をお願いします。 

④ 調査回答用紙は、同封の返信用封筒（切手は不要）に入れていただき、 

7 月３０日（月）までにご投函ください。 

本アンケート調査は、高知市が「ジェイエムシー株式会社」に委託して行っております。 

    この調査についてのお問い合わせは、次の【問い合わせ先】までお願いします。 

【問い合わせ先】〒781-8121 高知市葛島４丁目３番 30 号 

ジェイエムシー株式会社 

電話番号 088-878-0850 

（受付時間 9:00～17:00 土、日を含む） 

平成30年度高知市民意識調査 
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（ご回答は、直接この用紙にご記入をお願いします。） 

 

 

 

問１から問７までの質問については、当てはまる番号に１つ○をつけてください。 

問１ 性別をお答えください。 

  

 

 

 

問２ 記入日現在の満年齢を、次の区分でお答えください。 

 

 

 

 

 

 

問３ 高知市（旧鏡村・土佐山村・春野町を含む）での居住年数をお答えください。 

 

 

 

 

 

問４ お住まいの地区をお答えください。（地区名と住所の対応表を1６頁に記載しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ お住まいの形態をお答えください。 

 

 

 

 

 

調査回答用紙 

１：男性  ２：女性 

１：２年未満    ２：２年以上５年未満        ３：５年以上10年未満 

４：10年以上20年未満   ５：20年以上 

１：20～24歳 ２：25～29歳 ３：30～34歳 ４：35～39歳 ５：40～44歳 

６：45～49歳 ７：50～54歳 ８：55～59歳 ９：60～64歳 10：65～69歳 

11：70～74歳 12：75歳以上 

１：上 街 ２：高知街 ３：南 街 ４：北 街 ５：下 知 

６：江ノ口 ７：小高坂 ８：旭 街 ９：潮 江 10：三 里 

11：五台山 12：高 須 13：布師田 14：一 宮 15：秦 

16：初 月 17：朝 倉 18：鴨 田 19：長 浜 20：御畳瀬 

21：浦 戸 22：大 津 23：介 良 24：鏡  25：土佐山 

26：春 野 

はじめに、あなたご自身のことについておたずねします。 

１：持ち家（一戸建て）           ２：持ち家（分譲マンション） 

３：借 家（民間一戸建て）         ４：借 家（民間のマンション・アパート） 

５：公 営（県営・市営住宅等）の賃貸住宅  ６：社宅・寮  

７：その他（                                ） 
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問６ ご職業をお答えください。 

  

 

 

 

 

 

 

問７ あなたの世帯（家族）構成をお答えください。 

 

 

 

 

問８ あなた自身も含めて、同居するご家族について、当てはまる番号にすべて○をつけてください。

（当てはまるご家族がいない場合、記入の必要はありません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたは、今後も高知市に住みつづけたいと思いますか。以下の選択肢の中からあなたの意 

見に最も近いものに１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

※「３：できれば移りたい」、「４：すぐにでも移りたい」と回答された方のみ、問10にお答えください。 

 

問10 問９で「３：できれば移りたい」、「４：すぐにでも移りたい」と回答された方にお聞きしま 

す。移りたいと感じるもっとも大きな理由を以下の選択肢の中から１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

１：農 業 ２：林 業   ３：水産業 ４：自営業（家族従業員も含む） 

５：会社・団体・官公庁等の常勤の勤め人  ６：パートタイマー・アルバイト 

７：学 生 ８：家事専業  ９：無 職   

10：その他（                                 ） 

１：ずっと住みつづけたい  ２：住みつづけてもよい 

３：できれば移りたい  ４：すぐにでも移りたい 

定 住 に 関 す る こ と に つ い て お た ず ね し ま す 。 

１：就労の場や機会が少ない   ２：都市の交通の便がよくない 

３：商業施設が充実していない   ４：教育・文化施設が充実していない 

５：住宅の取得がしにくい     ６：子育てがしにくい 

７：高齢者や障がいのある人が暮らしにくい  ８：近所づきあいがしにくい 

９：市街地の自然環境や景観がよくない  10：東京等の大都市から遠い 

11：市外にある実家や故郷に移りたい  

12：その他（                                 ） 

１：15歳未満の子どもがいる  ２：65歳以上の方がいる 
 
３：障がいのある方がいる   ４：介護が必要な方がいる 

１：単独世帯（一人暮らし世帯）  ２：単独世帯以外の世帯 
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問11 あなたは、自然を大切にするために心がけていることがありますか。以下の選択肢の中から 

１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

問1２ あなたは、高知市が、平和や人権尊重が保たれている環境になっていると思いますか。以下 

の選択肢の中からあなたの意見に最も近いものに１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

問1３ あなたは、高知市で取り組んでいる人権課題のうち、関心のあるものはどれですか。以下の 

１～９の選択肢の中から当てはまるものすべてに○をつけてください。ない場合は、「10：特 

にない」に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問1４ あなたは、高知市が、男女の性別に関係なく、能力を発揮できる環境になっていると思いま 

すか。以下の選択肢の中からあなたの意見に最も近いものに１つ○をつけてください。 

 

 

 

  

１：同和問題   ２：女性の人権      ３：子どもの人権 

４：高齢者の人権   ５：障がい者の人権    ６：外国人の人権 

７：感染症患者等の人権  ８：インターネットによる人権侵害 

９：その他（犯罪被害者や、性的少数者（※）に関すること 等） 

10：特にない 

※性的少数者・・・同性愛者，両性愛者，体と心の性が一致せず性別に違和感を覚える人などを 

さす言葉 

平和、人権、男女共同参画に関することについておたずねします。 

１：そう思う   ２：ある程度思う     ３：どちらともいえない 

４：あまりそう思わない  ５：そう思わない 

１：そう思う   ２：ある程度思う     ３：どちらともいえない 

４：あまりそう思わない  ５：そう思わない 

環 境 に 関 す る こ と に つ い て お た ず ね し ま す 。 

１：ある     ２：ない 
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問1５ あなたは、家庭、企業、行政等社会全体でワーク・ライフ・バランス（※）を推進していく 

うえで、特に大切だと思う取組は何だと思いますか。以下の選択肢の中から３つ○をつけてく 

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ワーク・ライフ・バランスとは 

 国民一人ひとりがやりがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭

や地域生活等においても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方を選

択・実現できる社会を指しています。 

 

 

 

 

問1６ あなたは、高知市が、スポーツを楽しむ（※）ことができる環境になっていると思いますか。 

以下の選択肢の中からあなたの意見に最も近いものに１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

※スポーツを楽しむとは（この調査による言葉の定義） 

スポーツを実際に「する」ことだけでなく、競技を観戦する「みる」、指導者やスポーツボラン 

ティアを行う「ささえる」も含みます。 

 

 

問1７ あなたは、どのくらいの頻度で運動・スポーツ（散歩や体操など含む）をしていますか。以

下の選択肢の中から１つ○をつけてください。 

 

 

  

１：そう思う   ２：ある程度思う     ３：どちらともいえない 

４：あまりそう思わない  ５：そう思わない 

ス ポ ー ツ に 関 す る こ と に つ い て お た ず ね し ま す 。 

１：週に３回以上          ２：週に１回～２回    ３：月に１回～３回 

４：３か月に１回～２回  ５：年に１回～３回    ６：まったくしていない 

１：職場において、業務量や業務分担が見直される 

２：短時間勤務、在宅勤務等、柔軟な勤務形態となる 

３：育児休業や介護休業が拡充され、また有給休暇が計画的に取得できる 

４：子育て中等の女性が働くことに対して、家族の理解、協力が得られる 

５：職に関する情報提供、資格取得の支援等、再就職への支援が行われる 

６：待機児童の解消、保育料や教育費の補助等の支援が行われる 

７：そ の 他（                              ） 
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問１８ あなたは、地域の伝統行事や祭り、食文化等に愛着がありますか。以下の選択肢の中から１

つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

問１９ あなたは、この１年間で、芸術・文化を鑑賞した、または芸術・文化活動を行ったことがあ 

りますか。以下の選択肢の中から１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２０ あなたは、町内会（自治会・自治公民館を含む）に加入していますか。以下の選択肢の中か

ら１つ○をつけてください。 

 

  

  

 

問２１  あなたは、町内や地域で行われる活動（運動会や清掃活動など）に、どの程度参加されてい

ますか。以下の選択肢の中から１つ○をつけてください。 

 

 

 

 

 

問２２ あなたは、近所づきあいをどの程度なさっていますか。以下の選択肢の中から１つ○をつけ

てください。 

 

 

 

 

    

地域文化、芸術・文化に関することについておたずねします。 

１：鑑賞と活動を両方行った   ２：鑑賞のみ行った   ３：活動のみ行った 

４：どちらもしていない 

１：愛着がある   ２：やや愛着がある     ３：あまり愛着がない 

４：愛着がない   ５：分からない 

町 内 会 や 地 域 と の 関 わ り に つ い て お た ず ね し ま す 。 

１：加入している   ２：加入していない     ３：わからない 

１：よく参加する           ２：ときどき参加する 

３：あまり参加しない         ４：まったく参加しない 

１：ほぼ毎日お互いの家を行き来している     ２：ときどき家を訪問する 

３：会ったときに世間話をする          ４：会ったときにあいさつをする 

５：つきあいはない              ６：近所の人を全く知らない 
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問２３ 問２０～問２２のいずれかにおいて、町内会に未加入や地域活動、近所づきあいを全く行っ

ていないと回答された方にその理由をお聞きします。当てはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２４ あなたにとって理想的な子どもの人数は何人ですか。以下の選択肢の中から１つ○をつけて

ください。 

 

 

 

 

問２５ あなたが現実的に持ちたいと考えている子どもの人数は何人ですか。以下の選択肢の中から

１つ○をつけてください。 

 

 

 

※問 25 の人数が問２4 の人数より少ない方のみ、問２6 の質問にお答えください。 

 

 

問２６ 理想の数だけ子どもを持たない理由について、あなたの考えに近いものを以下の選択肢の中

から３つまで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１：誰かが地域の世話をしてくれる      ２：個人情報が漏れるのが心配 

３：関心はあるが、仕事が忙しい       ４：関わるのが面倒くさい 

５：その他（                             ） 

子 育 て 支 援 に つ い て お た ず ね し ま す 。 

１：０人    ２：１人    ３：２人    ４：３人    ５：４人   

６：５人    ７：６人以上 

１：０人    ２：１人    ３：２人    ４：３人    ５：４人   

６：５人    ７：６人以上 

１：子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２：家が狭いから 

３：長時間労働の増加などにより自分の生活に余裕がなく、仕事と家庭の両立が難しいから 

４：子育て支援サービスが不足しているため、仕事と家庭の両立が難しいから 

５：子どもがのびのび育つ社会環境ではないから 

６：自分だけ、もしくは夫婦だけの生活を大切にしたいから 

７：高年齢で子どもを持ちたくないから 

８：育児の心理的、肉体的負担に耐えられそうにないから 

９：相手の家事・育児への協力が得られないから 

10：末子には定年退職までに成人して欲しいから 

11：その他（                                  ） 
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問２７ 子どもを生み育てる環境には様々な支援が必要ですが、次のどの時期への支援が重要と思い

ますか。以下の選択肢の中から３つまで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８ あなたは、高知市が実施している次の施策について、現在どれくらい満足されていますか。

また、今後の重要性についてどのようにお考えですか。 

次の50項目の「①現在の満足度（アルファベット：a～e）」及び「②今後の重要性（カタカ

ナ：ア～オ）」について、それぞれ当てはまるものに1つ○をつけてください。 

 

 ①現在の満足度 ②今後の重要性 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満 

不
満 

重
要
性
が
高
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
性
が
高
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
性
が
低
い 

重
要
性
が
低
い 

1 

豊かな自然を育む緑と水辺の保全 

自然のしくみへの理解を促進し、自然の保全・

再生、維持管理を継続して行う等、自然と共生す

るまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ 

２ 

豊かな自然とのふれあい 

環境学習の機会を幅広く設けるとともに、自然

とのふれあいや自然体験の機会を提供し、自然を

大切にする意識の向上に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ 

  

市の施策に対する満足度と、今後力を入れるべき施策についておたずねします。 

項  目 

設  問 

１：結婚まで（思春期のライフプランニングなど） 

２：結婚から妊娠まで（不妊相談など） 

３：妊娠から出産まで（妊娠期の不安解消と健康管理など） 

４：出産から１か月まで（産後の休養、不安解消と育児技術の習得など） 

５：子どもが１か月から１才まで（産後の休養、子どもの健康管理、育児・子育て相談など） 

６：子どもが１才から小学校就学まで（子どもの健康管理、育児・子育て相談など） 

７：子どもが小学校就学から卒業まで（放課後の児童への支援など） 
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 ①現在の満足度 ②今後の重要性 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満 

不
満 

重
要
性
が
高
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
性
が
高
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
性
が
低
い 

重
要
性
が
低
い 

３ 

地球にやさしい環境汚染の防止 

豊かな自然を大切にし、緑や水等の自然資源の

保全や、行政と市民・事業者の協働による環境汚

染の未然防止に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

４ 

地域文化の継承 

地域の祭りや伝統芸能、食文化に触れる機会を

通じて、地域文化を大切にする心を育むととも

に、世代間や地域間の交流により、地域文化を継

承していくまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

５ 

資源循環型都市の構築 

行政と市民・事業者が一体となり、ごみがもた

らす環境負荷の理解を深め、大量消費の生活スタ

イルや、大量生産の事業活動等を見直す等、ごみ

の発生抑制と資源の有効利用を促進する環境に

やさしいまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

６ 

廃棄物の適正処理による環境負荷の低減

事業者に対して資源を循環する意識を高める

とともに、不法投棄防止の指導や監視を行い、廃

棄物の適正処理を促進することで、環境に負荷を

かけないまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

７ 

環境にやさしい地球温暖化防止対策の推進

環境にやさしい低炭素都市の実現に向けて、再

生可能エネルギーへの転換や省エネルギーの推

進に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

８ 

平和理念の普及と人権尊重の社会づくり

平和を守り、人権が尊重される社会の実現に向

けて、平和憲法についての認識を深めるととも

に、差別や偏見のないまちづくりに取り組んでい

ます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

９ 

男女が共に活躍できる社会づくり 

男女が性別に関わりなく、互いに人権を尊重し

ながら、個性と能力を十分に発揮することができ

る、男女共同参画のまちづくりに取り組んでいま

す。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

項  目 
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10 

地域の絆を強める地域コミュニティの活性化

地域内で支え合うしくみづくりを進めながら、

地域が主体となった、誰もが住みやすいまちづく

りに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

11 

地域防災力の向上（命をつなぐ対策の推進）

大規模自然災害時においても、避難所で安心し

て、安全な生活ができる体制づくりを行うととも

に、被害を防止・軽減できるように自主防災組織

の育成等に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

12 

地域住民の支え合いによる地域福祉の推進

地域住民が助け合い・支え合いながら、子ども

から高齢者まですべての人が、住み慣れた地域で

安心して暮らせるまちづくりに取り組んでいま

す。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

13 

ＮＰＯ・ボランティア活動の推進 

ＮＰＯ・ボランティア活動等、市民が行う公益

性のある活動を支援し、市民とともに活気あふれ

るまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

14 

生きがいづくりと介護予防の推進 

高齢者が地域の中で、いきいきと暮らすことが

できるまちづくりや、自分の健康について意識を

しながら、主体的に介護予防活動等を行うまちづ

くりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

15 

高齢者の地域生活支援 

高齢者が地域で自立した生活を営むために、医

療、介護、住まい、地域における生活支援等が、

切れ目なく提供される体制づくりに取り組んで

います。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

16 

障がいのある人への支援 

障がいのある人と、その家族が、生涯にわたり、

さまざまな相談や生活・自立支援を通じて、その

人らしく地域の中で暮らすことができるまちづ

くりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

項  目 
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17 

障がいのある人の社会参加の促進 

障がいのある人が、地域の中で社会参加をしな

がら、自立して暮らすことができるまちづくりに

取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

18 

生活困窮者の自立支援 

生活に困窮した場合でも、最低限度の生活が保

障され、就労や住居等の支援によって自立した生

活を送ることができるまちづくりに取り組んで

います。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

19 

地域医療体制と健康危機管理体制の確立

小児救急医療、中山間医療等の医療体制を確保

し、また感染症の健康危機管理対策等、安全面の

対策を行い、市民が安心して医療サービスを受け

られるまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

20 

衛生的な生活環境づくりと動物愛護の推進

食品の安全性、衛生的な生活環境の確保や、動

物愛護の啓発が進み、市民が安心して快適な生活

ができるまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

21 

生涯を通じた心身の健康づくり支援 

市民が健康に関心を持って主体的に健康づく

りを行い、生涯を通じて心身ともにいきいきと暮

らせるまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

22 

子ども・子育て支援の充実 

妊娠・出産期、乳幼児期、学童期のそれぞれの

段階に応じた連続性・一貫性のある総合的な子育

て支援を行うとともに、子どもが安心して健やか

に育つまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

23 

心と体の健やかな成長への支援 

子どもの適切な健康管理や生活習慣を身に付

ける支援を行い、子どもが生まれ育った環境に左

右されることなく、夢と希望を持って成長できる

環境づくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

項  目 

設  問 
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24 

生きる力を育む学校教育の充実 

児童生徒の特性を活かした教育を進めるとと

もに、教職員の資質・能力の向上により、子ども

たちの生きる力を育み、確かな学力の定着や体力

の向上等に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

25 

安全で安心な教育環境の整備 

学校・家庭・地域社会が一体となって児童生徒

を見守る支援を行うとともに、学校施設・設備の

計画的な整備により、安全で安心して教育が受け

られる環境づくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

26 

青少年の健全な心と体の育成 

青少年が地域社会の中で健全に育っていくよ

う、さまざまな体験活動を通じて、地域で協力し

合い、青少年の健全な心と体を育む居場所の確保

に向けて取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

27 

高等学校教育の充実 

教職員の資質能力の向上や教育環境の充実を

図るとともに、生徒が経済人や国際人として地域

の産業文化に寄与できる能力を体得し、創造性豊

かな人材となるように育成に取り組んでいます。

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

28 

学びが広がる生涯学習の推進 

生涯学習機会の提供や、学習環境の整備によ

り、創造力や自律性を兼ね備えた人々であふれる

まちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

29 

ライフステージに応じた生涯スポーツの推進

いつでも気軽に楽しく、安全にスポーツ活動に

親しめる生涯スポーツ社会の実現に向けて、「す

る」・「みる」・「ささえる」スポーツの活性化に取

り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

30 

多様で魅力的な芸術・文化活動の推進 

個性や能力を発揮できる芸術・文化活動を推進

し、また多様な芸術に触れる機会を提供する等、

心の豊かさと創造性を兼ね備えた人々であふれ

るまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

項  目 
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31 

先人から受け継いだ歴史文化・文化財保護の推進

先人から受け継いだ地域の歴史や文化財を保

存・研究・発信することにより、市民が気軽に集

い、親しみながら地域の発展が図られる、文化の

薫り高いまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

32 

大地の恵みを活かした農業の振興 

農作物の生産性の向上や付加価値を高める取

組により、農家所得の向上を図るとともに、担い

手の確保・育成や産地の維持、地産地消の推進や

地産外商の強化に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

33 

山・川・海の恵みを活かした林業・漁業の振興

持続的な林業生産活動や林業従事者の確保・育

成等に取り組んでいます。また、水産資源の増殖

等を行うとともに、漁業従事者の確保・育成に取

り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

34 

地場企業の強みを活かした産業の振興 

地場企業の強みを活かしたものづくりの振興

を行うとともに、新しい市場の開拓に向けて、地

産外商等による販路拡大に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

35 

観光魅力創造・まごころ観光の推進 

訪日外国人旅行者の急増等、観光市場の環境変

化に対応し、またよさこい祭りや坂本龍馬等を活

かした地域資源を磨き、おもてなしの心あふれた

効果的な観光振興に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

36 

魅力あふれる商業の振興 

特色ある商業やサービス産業による魅力と集

客力の向上を図るとともに、商業者等の経営力強

化や流通基盤の強化に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

37 

新たな事業の創出と企業誘致 

地域資源を活用した新たな価値やビジネスの

創出に向けて、異なった業種との連携を行うとと

もに、企業の誘致による雇用の確保に取り組んで

います。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

項  目 
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38 

いきいきと働ける環境づくり 

幅広い世代がいきいきと働ける社会の実現に

向けて、未就職者の就業支援や高齢者の就業機会

の確保を図るとともに、勤労者の福祉の充実等の

労働環境の改善に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

39 

地域特性を活かした、バランスの取れた都市の形成

人口減少や少子高齢化の進展に対応した都市

の機能を集約した都市を形成するとともに、田園

地域、中山間地域の特性を活かしたバランスの取

れたまちづくりに取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

40 

安全で円滑な交通体系の整備 

利便性が高い快適な交通環境の実現に向けて、

広域交通ネットワークの強化を図るとともに、地

域の実情に応じた公共交通体系の構築や、公共交

通の利用促進に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

41 

魅力あふれる都市美・水と緑の整備 

市街地において、安らぎとうるおいの場となる

緑豊かな親しみやすい水辺の環境づくりを進め、

自然と調和した美しい魅力のある、まちなみの形

成に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

42 

安全で安定した水道水の供給 

安全でおいしい水道水を安定して供給してい

くために、水道経営の安定・健全化を進めるとと

もに、水道施設の整備と供給体制の強化に取り組

んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

43 

命を守る対策の推進 

大規模自然災害発生時において、人命の保護が

最大限図れるよう、建築物や橋梁等の耐震化や、

災害に対して迅速な避難ができるよう、緊急避難

所や防災公園の整備に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

44 

消防・救急・医療対策の強化 

人命の保護を最優先した救助・救急、医療活動

が迅速に行えるように、消防・救急・医療活動の

体制強化や機能強化に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

項  目 

設  問 



 

 - 15 -

 ①現在の満足度 ②今後の重要性 

満
足 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満 

不
満 

重
要
性
が
高
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
性
が
高
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

重
要
性
が
低
い 

重
要
性
が
低
い 

45 

災害からの迅速な復旧 

大規模自然災害発生時において、行政機能や情報通

信機能を確保できるよう、庁舎等の耐震化を進めると

ともに、防災行政無線、情報システム等の高度化に向

けて取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

46 

復旧・復興体制の強化 

交通ネットワーク機能の防災対策、緊急輸送道路等

の耐震化を行うとともに、大規模自然災害発生後に、

経済活動が早期に復旧できるような体制づくりに取

り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

47 

多様な交流・連携の推進 

高知県との連携や周辺市町村との広域的な行

政の推進とともに、産業界や大学等と連携して地

域の活性化に取り組んでいます。また、姉妹・友

好都市との活発な交流にも取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

48 

新しい人の流れを生み出す移住・定住の促進

移住促進と定住施策を進め、新しい人の流れを

生み出し、活力とにぎわいを維持・発展させ、「住

んでみたい・住みつづけたいまち高知市」をめざ

して、人口減少の克服に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

49 

市民から信頼される行政改革・財政の健全化

市役所における行政組織の改善や人材育成に

より、効率的で市民から信頼される行政運営を行

い、また歳入の確保と歳出の削減により、健全な

財政運営に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

50 

持続可能な公共施設の提供 

公共施設の適切な管理等を行い、安全・安心で

将来にわたり持続して使用できる公共施設サー

ビスの提供に取り組んでいます。 

ａ ｂ ｃ d e ア イ ウ エ オ

 

多くの質問にご回答いただきまして、ありがとうございました。 

調査回答用紙を同封の返信用封筒（切手は不要）に入れていただき  

７月３０日（月）までにご投函ください。 
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上 街 江ノ口 旭 街 高 須 初 月 大 津 

上町１～５丁目 寿町 塚ノ原 高須 みづき山 大津甲 

本丁筋 中水道 西塚ノ原 葛島１～４丁目 朝 倉 大津乙 

水通町 幸町 長尾山町 高須新町１～４丁目 朝倉甲 介 良 

通町 伊勢崎町 旭天神町 高須砂地 朝倉乙 介良甲 

高知街 相模町 佐々木町 高須本町 朝倉丙 介良乙 

唐人町 吉田町 北端町 高須新木 朝倉丁 介良丙 

与力町 愛宕町１～４丁目 山手町 高須１～３丁目 朝倉戊 介良 

鷹匠町１～２丁目 大川筋１～２丁目 横内 高須東町 朝倉己 潮見台１～３丁目 

本町１～５丁目 駅前町 口細山 高須西町 宗安寺 鏡 

升形 相生町 尾立 高須絶海 行川 鏡大河内 

帯屋町１～２丁目 江陽町 蓮台 高須大谷 針原 鏡小浜 

追手筋１～２丁目 北本町１～４丁目 福井町 高須大島 上里 鏡大利 

廿代町 新本町１～２丁目 福井扇町 布師田 領家 鏡今井 

永国寺町 昭和町 福井東町 布師田 唐岩 鏡草峰 

丸ノ内１～２丁目 和泉町 潮 江 一 宮 曙町１～２丁目 鏡白岩 

南 街 塩田町 土居町 一宮 朝倉本町１～２丁目 鏡狩山 

中の島 比島町１～４丁目 役知町 薊野 若草町 鏡吉原 

九反田 栄田町１～３丁目 潮新町１～２丁目 重倉 若草南町 鏡的渕 

菜園場町 小高坂 仲田町 久礼野 鵜来巣 鏡去坂 

農人町 井口町 北新田町 薊野西町１～３丁目 槙山町 鏡竹奈路 

城見町 平和町 新田町 薊野北町１～４丁目 針木東町 鏡敷ノ山 

堺町 三ノ丸 南新田町 薊野東町 大谷公園町 鏡柿ノ又 

南はりまや町１～２丁目 宮前町 梅ノ辻 薊野中町 朝倉南町 鏡横矢 

弘化台 西町 桟橋通１～６丁目 薊野南町 朝倉横町 鏡増原 

北 街 大膳町 天神町 一宮西町１～４丁目 朝倉東町 鏡葛山 

桜井町１～２丁目 山ノ端町 筆山町 一宮しなね１～２丁目 朝倉西町１～２丁目 鏡梅ノ木 

はりまや町１～３丁目 桜馬場 塩屋崎町１～２丁目 一宮南町１～２丁目 針木北１～２丁目 鏡小山 

下 知 城北町 百石町１～４丁目 一宮中町１～３丁目 針木本町 土佐山 

宝永町 北八反町 南ノ丸町 一宮東町１～５丁目 針木南 土佐山菖蒲 

弥生町 宝町 南竹島町 一宮徳谷 針木西 土佐山西川 

丸池町 小津町 竹島町 秦 鴨 田 土佐山梶谷 

小倉町 越前町１～２丁目 北竹島町 愛宕山 鴨部 土佐山 

東雲町 新屋敷１～２丁目 北高見町 前里 神田 土佐山高川 

日の出町 八反町１～２丁目 高見町 東秦泉寺 鴨部高町 土佐山桑尾 

知寄町１～３丁目 旭 街 六泉寺町 中秦泉寺 鴨部上町 土佐山都網 

青柳町 東城山町 孕東町 三園町 鴨部１～３丁目 土佐山弘瀬 

稲荷町 城山町 孕西町 西秦泉寺 長 浜 土佐山東川 

若松町 東石立町 深谷町 北秦泉寺 長浜 土佐山中切 

高埇 石立町 南中山 宇津野 横浜 春 野 

杉井流 玉水町 北中山 三谷 瀬戸 春野町弘岡上 

北金田 縄手町 幸崎 七ツ淵 瀬戸西町１～３丁目 春野町弘岡中 

南金田 鏡川町 小石木町 加賀野井１～２丁目 瀬戸東町１～３丁目 春野町弘岡下 

札場 下島町 大原町 愛宕山南町 長浜宮田 春野町西分 

南御座 旭町１～３丁目 河ノ瀬町 秦南町１～２丁目 横浜新町１～５丁目 春野町芳原 

北御座 赤石町 南河ノ瀬町 初 月 横浜西町 春野町内ノ谷 

南川添 中須賀町 萩町１～２丁目 東久万 横浜東町 春野町西諸木 

北川添 旭駅前町 三 里 中久万 瀬戸１～２丁目 春野町東諸木 

北久保 元町 池 西久万 瀬戸南町１～２丁目 春野町秋山 

南久保 南元町 仁井田 南久万 横浜南町 春野町甲殿 

海老ノ丸 旭上町 種崎 万々 長浜蒔絵台１～２丁目 春野町仁ノ 

中宝永町 水源町 十津１～６丁目 中万々 御畳瀬 春野町西畑 

南宝永町 本宮町 五台山 南万々 御畳瀬 春野町森山 

二葉町 上本宮町 吸江 柴巻 浦 戸 春野町平和 

江ノ口 大谷 五台山 円行寺 浦戸 春野町南ケ丘１～９丁目 

入明町 岩ヶ淵 屋頭 一ツ橋町１～２丁目   

洞ヶ島町 鳥越  みづき１～３丁目   

 

地区名・住所対応表 


